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検索道新りんご

　昨年４月に平岸に移転した札幌市博
物館活動センター。センターの役割と
学芸員の目から見た平岸の魅力につい
て、古沢仁さんに伺いました。

■博物館活動センターって？
　本格的な博物館建設までの活動拠点
として、２００１年に開設されました。
札幌の歴史・自然・文化を学ぶための
展示や、標本の収集などを行っていま
す。既存の北海道博物館、北大総合博
物館とはそれぞれの特徴を活かしなが
ら連携していきたいと考えています。
　
■なぜ平岸に？
　以前入居していたリンケージプラザ
（中央区北１西９）の敷地にNHK札幌
放送局の移転が決まり、取り壊される
ことになったためです。９万点の標本
の保管や、十分な展示スペースが確保
できる施設として肢体不自由児通園施
設の旧「ひまわり整肢園」が選ばれ、
改修ののち、昨年移転しました。

■ブラタモリに薦めたい平岸の魅力
　昨年行った「おさんぽミュージアム」
で博物館活動センターから精進川まで
のまち歩きを行いましたが、平岸周辺
は地質学的に見ると、数百万年前の札
幌が海の底だったときの地層、4万年前
の支笏火砕流、豊平川の扇状地（札幌
面と平岸面）と非常にバラエティーに
富んでおり、市内中心部にはないユニー
クな魅力を備えています。

　

　実は、一昨年ブラタモリに出演した
際、平岸一帯の地質を番組に推薦し、
スタッフの方にも面白いと言ってもら
えたのですが、時間の都合で取り上げ
られませんでした。
　ブラタモリで２回目の札幌編があれ
ば、ぜひ平岸を取り上げてほしいと思
います。

■地域とともに
　昨年４月の開館以来、地域の住民や
こどもたちと様々な活動に取り組んで
きました。
　平岸高台小博物館クラブは、博物館
活動センターを校内の児童に紹介しよ
うと昨年度から活動しています。地域
の小学校に学芸員を派遣する出前講座
「デリバリー・ミュージアム」も行って
います。
　先ほどお話した「おさんぽミュージ
アム」もそうですが、地域の方が普段
何気なく暮らしている近所の地形や地
質をきっかけにして科学の面白さに気
づいてほしいと思います。
　市内中心部から平岸に博物館活動セ
ンターが移転したことで、自然を通じ
て科学の楽しさを学ぶことのできる施
設になったと思います。
（伴野卓磨）
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第 2回．札幌市博物館活動センター
古沢仁さん

ホームページで平岸のニュースを毎日配信中！

平岸人図鑑

昨年行われた「おさんぽミュージアム」にて
平岸の地質を説明する古沢仁さん

自身が発掘に携わったサッポロカイギュウ（レプリカ）と古沢仁さん

■住所／札幌市豊平区平岸３条５丁目

■TEL ／０１１－８１５－７００５

■営業日時／月～金 １０時～１６時

地域交流サロンぴらけしは

色々なことができます！
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FMRadio Station

豊平の皆さんと友に地域の安全・安心・活性化を目指し

さまざまな情報を発信するコミュニティラジオ局です。

豊平区平岸のスタジオから、お役立ち情報や地域に密着した話題を

盛り込んだ豊富な情報を個性あふれるパーソナリティが毎日お送り

しています。
１みんなが自由に出入りできます

２美味しいコーヒーが飲める☆

３地域の情報満載 !

４レンタルスペースとしても利用

　できる！

５色々なイベントも開催


